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市 議 会 だ よ り

市議会だより
表題は「いとう」の文字に大室山・小室山を配し、図案化したものです。

※伊東の自然・歴史・文化を題材にした「伊東かるた（第二版）」（伊東かるたの会制作）の中から
　「伊東の魅力再発見」をテーマに、編集委員が選んだお気に入りの札を写真とともにご紹介します。

主な内容

議会に関する情報は、市議会ホームページも併せてご覧ください。 伊東市議会
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令和３年12月１日   No. 191

○９月定例会の概要　 【Ｐ．２】
○決算大綱質疑　 【Ｐ．４】
○一般質問　 【Ｐ．８】

○常任委員会だより　 【Ｐ．11】
○新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
　　　　　　　　　　 【Ｐ．11】

“伊東の魅力”再発見
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市 議 会 だ よ り

令和３年９月定例会

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市報第５号 令和２年度決算に基づく健

全化判断比率及び資金不足
比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づく健全化判
断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来
負担比率）及び公営企業会計の資金不足比率の報告

市長 （報告・
質疑のみ）

市報第６号 令和２年度伊東市病院事業
会計継続費精算報告につい
て

令和２年度で旧市民病院施設の解体工事が終了したことから、地方
公営企業法の規定による継続費の精算についての報告

市長 （報告・
質疑のみ）

市報第7号 令和２年度決算に基づく健
全化判断比率の修正につい
て

市報第５号で報告した健全化判断比率について、国の基金に関する
算定上の取扱いが統一化されたことを受け再算定したことに伴う修
正報告

市長 （報告・
質疑のみ）

市議第１０号
討論P6

伊東市個人情報保護条例及
び伊東市行政手続における
特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用
等に関する条例の一部を改
正する条例

デジタル庁設置法及びデジタル社会の形成を図るための関係法律の
整備に関する法律の公布に伴う改正

市長 全会一致
で可決

市議第１１号 伊東市新型コロナウイルス
感染症に感染した被保険者
等に対する傷病手当金の支
給に関する条例の一部を改
正する条例

新型コロナウイルス感染症に感染した（感染が疑われる場合を含
む。）国民健康保険加入の被用者に対して支給する傷病手当金につ
いて、国の財政支援期間に合わせて適用期間を延長するもの

市長 全会一致
で可決

市議第１２号 伊東市民運動場の設置及び
管理に関する条例の一部を
改正する条例

伊東市民運動場の人工芝生化事業に伴い、新たに市民運動場の使用
料その他必要な事項を定めるための改正

市長 全会一致
で可決

市議第１３号 令和２年度伊東市病院事業
会計資本金の額の減少につ
いて

令和２年度伊東市病院事業会計資本金３２億３,４５２万６５３円のうち、旧
市民病院施設の解体による除却分１億７,４３６万３,６２０円を減少し、欠
損金に振り替えることについて、地方公営企業法の規定により、議
会の議決を求めるもの

市長 全会一致
で可決

市議第１４号 令和２年度伊東市水道事業
会計未処分利益剰余金の処
分について

令和２年度伊東市水道事業会計未処分利益剰余金２億３,５１８万２,４７０
円のうち、１億３,６６１万３,１５８円を減債積立金へ積み立て、９,８５６万３１２
円を資本金へ組み入れることについて、地方公営企業法の規定によ
り、議会の議決を求めるもの

市長 全会一致
で可決

市議第１５号
討論P6

令和３年度伊東市一般会計
補正予算（第３号）

参議院議員補欠選挙の執行経費をはじめとする各種事業経費の追
加、生活保護費等における令和２年度事業費確定に伴う国県支出金
返還金等の追加、及び、財政調整基金への積立てなど、７億７７３万 
６,０００円の追加

市長 全会一致
で可決

市議第１６号 令和３年度伊東市競輪事業
特別会計補正予算（第１号）

選手賞金や手当の増額に伴う経費の増額や、一般会計への繰出し、
競輪事業基金等への積立金の増額のほか、地方公共団体金融機構納
付金を追加するもの

市長 全会一致
で可決

市議第１７号 令和３年度伊東市国民健康
保険事業特別会計補正予算
（第１号）

確定した国民健康保険事業納付金について整理をするとともに、令
和２年度分の交付金の精算に伴う県支出金返還金の減額などを計上
するもの

市長 全会一致
で可決

市議第１８号 令和３年度伊東市下水道事
業会計補正予算（第１号）

収益的収入では、国庫補助事業不採択による長期前受金戻入の減額、
支出では減価償却費の増額及び資産減耗費の減額を計上し、資本的
収入では、企業債、国庫補助金の減額、支出では、公共の管渠及び
ポンプ場建設費の増額、公共の管渠及びポンプ場改良費等の減額を
計上するもの

市長 全会一致
で可決

市議第１９号 伊東市市民栄誉賞条例 文化・芸術・スポーツその他の分野において、国際的な大会等で顕
著な成績を収めた方の栄誉をたたえるため

市長 全会一致
で可決

市議第２０号 令和３年度伊東市一般会計
補正予算（第４号）

歳入においては、財政調整基金からの繰入れを行い、歳出では、新
型コロナウイルス感染症拡大により、売上げが大幅に減少している
事業者に対する、新型コロナウイルス感染症対策中小企業等応援給
付金として１億円の追加

市長 全会一致
で可決

市認第５号～
市認第１４号

討論P6・7

令和２年度伊東市一般会計
歳入歳出決算、特別会計歳
入歳出決算６件、企業会計
決算３件

地方自治法第９６条第１項第３号に基づく各会計の令和２年度歳入歳
出決算の認定

市長 3ページの
表をご覧
ください

市選第１号 教育委員会委員任命の同意
について

遠山泰範氏（新井）新任 市長 全会一致で
任命に同意

市選第２号 公平委員会委員選任の同意
について

佐藤直道氏（富戸）再任 市長 全会一致で
選任に同意

市諮第２号 人権擁護委員候補者の推薦
について

堀川珠代氏（宇佐美）再任 市長 全会一致で
推薦に同意

令和２年度一般会計・特別会計・企業会計決算を含む 
３８件の議案等を審議、決定
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市 議 会 だ よ り

予
算
編
成
の
背
景

令
和
二
年
度
当
初
予
算
は
、

全
国
的
に
景
気
は
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
が
、
人
手
不
足
や

高
齢
化
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
中
で
予
算
規
模
を
二

七
四
億
八
〇
〇
〇
万
円
と
し
た
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
状
況
が
一

変
し
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
補
正
予

算
に
加
え
て
、
特
別
会
計
に
対

す
る
繰
出
金
の
増
額
な
ど
一
二

回
に
わ
た
る
補
正
を
行
い
、
最

終
予
算
規
模
を
三
六
九
億
六
〇

六
八
万
六
〇
〇
〇
円
と
し
た
。

一
般
会
計
決
算
概
要　
　
　
　
　

一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
対

前
年
度
比
二
九
・
四
％
の
増
、

歳
出
決
算
額
は
対
前
年
度
比
二

八
・
七
％
の
増
と
な
り
、
歳
入

歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
六
億
七
二

〇
八
万
九
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

歳
入
決
算
で
は
、
自
主
財
源

一般会計決算
歳入 歳出 審議結果
360億3,542万円 351億6,831万円 ◎

特別会計決算
会計 歳入 歳出 審議結果

競輪事業 228億5,335万円 223億3,885万円 ◎
国民健康保険事業 87億　106万円 85億4,207万円 ◎

土地取得 2,603万円 2,595万円 ◎
霊園事業 3,344万円 3,323万円 ◎
介護保険事業 83億9,495万円 83億5,252万円 ◎
後期高齢者医療 21億8,331万円 21億5,961万円 ◎

合計 421億9,214万円 414億5,223万円 ◎

公営企業会計決算
区分 収入 支出 審議結果

病院
事業

収益的収支 4億1,112万円 5億9,022万円
◎

資本的収支 1億　120万円 1億5,964万円
下水道
事業

収益的収支 16億3,134万円 15億9,767万円
◎

資本的収支 6億9,769万円 11億9,162万円
水道
事業

収益的収支 16億2,852万円 14億8,057万円
◎

資本的収支 2億6,869万円 10億5,897万円

令
和
２
年
度 

市
長
決
算
概
要
説
明
（
要
旨
）

令和２年度　
一般会計・特別会計・企業会計決算
� ◎全会一致で認定　○賛成多数で認定

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
発議第３号

討論P7

内部統制整備に関する調査研
究特別委員会設置について

内部統制制度の整備についての検証・調査・研究を目的とした特別
委員会の設置

議員
７名※１

賛成少数
で否決

発議第４号 新型コロナワクチン接種の
安全性確保と生活再建のた
めの個人給付等を求める意
見書

内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、経済再生
担当大臣、内閣府特命担当大臣、衆議院議長及び参議院議長に提出

議員
７名※２

全会一致
で可決

発議第５号 コロナ禍による厳しい財政
状況に対処し、地方税財源
の充実を求める意見書

内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、経済再生担当
大臣、衆議院議長及び参議院議長に提出

議員
７名※２

全会一致
で可決

発議第６号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含
む土砂を埋立てに使用しな
いよう求める意見書

内閣総理大臣、外務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣、環境大臣、
防衛大臣、内閣府特命担当大臣、衆議院議長及び参議院議長に提出

議員
７名※２

全会一致
で可決

発議第7号 副議長辞職願について 中島弘道副議長の副議長辞職 ― 全会一致
で許可

発選第２号 議長の選挙 有効投票１５票のうち、宮﨑雅薫議員１５票で、宮﨑雅薫議員が当選 ― ―
発選第３号 議会運営委員会委員の補欠

選任について
佐藤周議員を選任 議長 全会一致

で選任
発選第４号 駿東伊豆消防組合議会議員

の補欠選挙
指名推選により、青木敬博議員、篠原峰子議員、杉本一彦議員が当
選 ― ―

発選第５号 常任委員会委員の選任につ
いて

委員会委員任期満了に伴う改選
詳しくは１２ページをご覧ください。

議長
全会一致
で選任発選第６号 議会運営委員会委員の選任

について
議長

発選第7号 副議長の選挙 指名推選により、大川勝弘議員が当選 ― ―
※１　井戸清司議員、四宮和彦議員、杉本憲也議員、浅田良弘議員、田久保眞紀議員、重岡秀子議員、佐藤龍彦議員
※２　各会派代表者及び会派に所属していない議員全員

で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
市
税

が
前
年
度
収
入
額
を
二
・
九
％
、

ま
た
、
ふ
る
さ
と
伊
東
応
援
寄

附
金
の
減
少
に
よ
り
寄
附
金
が

三
〇
・
四
％
下
回
り
、
自
主
財

源
全
体
で
は
、
三
・
一
％
の
減

少
と
な
っ
た
。

依
存
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源
で
は
、
特
別
定
額

給
付
金
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事
業
な
ど
に
よ
る
、

国
庫
支
出
金
、
消
費
税
率
の
引

上
げ
に
伴
う
地
方
消
費
税
交
付

金
が
大
幅
に
増
加
し
、
対
前
年

度
比
で
六
六
・
一
％
増
加
し
た
。

歳
出
決
算
で
は
、
経
常
経
費

に
お
い
て
、
物
件
費
が
四
・
九

％
、
公
債
費
が
二
・
九
％
減
少

し
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
な
ど
に
よ
り
補
助
費
が
三
二

六
・
九
％
、
定
年
退
職
者
の
増

な
ど
に
よ
り
人
件
費
が
一
五
・

〇
％
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
扶
助
費

が
二
・
一
％
、
そ
れ
ぞ
れ
対
前

年
度
比
で
増
加
し
た
。

投
資
的
経
費
は
、
普
通
建
設

事
業
に
お
い
て
、
小
中
学
校
空

調
設
備
設
置
事
業
な
ど
が
完
了

し
た
こ
と
か
ら
、
対
前
年
度
比

で
一
八
・
八
％
減
少
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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市 議 会 だ よ り

決算大綱質疑
６会派が質疑しました

～決算概要説明及び各会計決算に係る議案について～
（文面の掲載量は、会派の人数に応じており、登壇順に掲載しています。会派構成は１２ページをご覧ください。）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、演壇にはアクリル板を設置してあります。

固
定
資
産
税
等
に
関
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
特
例
に
よ
り
徴
収
猶

予
と
な
っ
た
件
数
及
び
こ
れ
に

対
す
る
財
政
支
援
措
置
を
伺
う

経
済
変
動
対
策
資
金
貸
付
金
利

子
補
給
金
債
務
負
担
行
為
設
定

額
に
対
す
る
基
金
積
立
金
の
活

用
方
法
を
伺
う

正風クラブ
（青

あおきよしひろ
木敬博議員）

決
算
大
綱
質
疑

　
九
月
定
例
会
に
お
い
て

行
わ
れ
る
決
算
概
要
説
明

及
び
決
算
に
係
る
議
案
に

対
す
る
質
疑
。
質
疑
時
間

は
、
議
員
一
人
に
つ
き

二
〇
分
を
基
本
と
し
、
会

派
及
び
会
派
に
所
属
し
て

い
な
い
議
員
に
よ
り
実
施

す
る
。 こ

と
ば
の
解
説

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
納
税
困
難
な
方
の

申
請
を
四
二
七
件
受
け
付
け
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
に
係
る
徴
収

猶
予
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
の
交
付
金
等
の
補
塡
は
な

い
も
の
の
、
四
二
七
件
の
申
請

を
受
け
付
け
、
四
億
一
五
三
六

万
二
二
四
六
円
、
対
調
定
額
で

は
五
・
九
六
％
を
猶
予
し
た
。

市
長

後
年
度
負
担
額
が
最
大
約
七
億

五
〇
〇
〇
万
円
と
見
込
ま
れ
た

こ
と
か
ら
、
基
金
積
立
金
を
取

り
崩
し
、
財
源
と
す
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に

対
し
、
静
岡
県
が
実
施
し
て
い

る
経
済
変
動
対
策
資
金
貸
付
金

事
業
に
係
る
利
子
に
つ
い
て
、

事
業
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
、
一
〇
割
の
利
子
補
給
を
一

〇
年
間
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
後
年
度
負
担
額
が
最
大
約
七

億
五
〇
〇
〇
万
円
と
見
込
ま
れ

た
た
め
、
経
済
変
動
対
策
資
金

貸
付
金
利
子
補
給
基
金
を
設
置

し
、
三
億
二
〇
〇
〇
万
円
を
積

み
立
て
、
利
子
補
給
期
間
の
当

初
五
年
間
分
に
対
し
、
基
金
を

取
り
崩
し
、
財
源
と
し
て
い
く
。

市
長

ス
感
染
症
に
よ
る
市
内
経
済
の

落
ち
込
み
を
防
ぐ
た
め
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
や
中
小

企
業
等
応
援
給
付
金
な
ど
を
実

施
し
、
事
業
者
支
援
、
雇
用
の

維
持
に
努
め
た
。

本
市
の
財
政
状
況

　
職
員
の
人
件
費
を
含
む
全
て

の
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

一
貫
し
て
継
続
し
て
き
た
様
々

な
改
革
へ
の
取
組
に
よ
り
、
適

正
と
さ
れ
る
規
模
の
黒
字
を
確

保
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
全

化
判
断
比
率
な
ど
の
財
政
指
標

も
含
め
、
そ
の
健
全
性
は
維
持

で
き
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
「
有
言
実
行
！
み

ん
な
と
と
も
に
」
を
基
本
理
念

に
、
未
来
を
拓
く
施
策
の
推
進

に
邁
進
し
て
き
た
。
現
在
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

い
う
危
機
に
直
面
し
て
い
る
が
、

市
民
の
皆
様
の
命
を
第
一
に
、

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
終
息
し
た
後
に
は
、「
新
し

い
伊
東
ス
タ
イ
ル
」
の
構
築
に

挑
戦
し
、
市
民
の
た
め
、
本
市

の
発
展
に
努
め
る
。

売
上
げ
が
増
加
し
た
等
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
市
内
経
済

活
性
化
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
る

市
長

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

は
、
地
域
消
費
を
喚
起
し
、
市

内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
、
五
〇
〇
円
商
品
券
を
一
二

枚
つ
づ
り
で
「
い
と
う
エ
ー
ル

ク
ー
ポ
ン
」
と
し
て
五
〇
〇
〇

円
で
用
意
し
、
一
回
目
に
一
〇

万
一
三
六
二
冊
、
二
回
目
に
五

万
二
四
二
三
冊
を
販
売
し
た
。

　
事
業
効
果
に
つ
い
て
は
、
参

加
店
舗
の
約
六
〇
％
が
売
上
げ

が
一
〇
％
以
上
増
加
し
、
購
入

者
の
約
七
〇
％
が
一
〇
％
以
上

の
追
加
消
費
を
し
た
と
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
市
内
経
済

活
性
化
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』�

二
九
項
目

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の

内
容
及
び
事
業
効
果
を
伺
う
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一
般
会
計
歳
入
の
そ
の
他
雑
入

の
内
訳
及
び
前
年
度
と
比
較
し

増
額
と
な
っ
た
要
因
を
伺
う

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
の
実
績
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
か
伺
う

前
年
度
と
比
較
し
、
個
人
市
民

税
は
増
収
と
な
っ
た
が
、
法
人

市
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、
入
湯
税
に
関
し
て
は

減
収
と
な
っ
た
要
因
を
伺
う 公明党

（鳥
とりい や す こ
居康子議員）

成
年
後
見
申
立
件
数
の
内
訳
及

び
今
後
の
成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
に
向
け
た
取
組
を
伺
う 清和会

（杉
すぎもとかずや
本憲也議員）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
の
実
施
状
況
及
び

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う 自民・伊東新時代。

（杉
すぎもとかずひこ
本一彦議員）

減
収
部
分
に
つ
い
て
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
強
く
受
け
た

　
個
人
市
民
税
は
、
令
和
元
年

当
時
の
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

た
景
気
動
向
を
反
映
し
た
課
税

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
増
収
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
法
人
市
民
税
及
び

入
湯
税
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
直
接
的
に

受
け
、
ま
た
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
地

価
が
下
落
し
た
こ
と
、
新
規
の

設
備
投
資
が
少
な
く
償
却
資
産

の
増
加
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

市
長

る
徴
収
猶
予
の
特
例
の
適
用
等

に
よ
り
減
収
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

全
体
の
介
護
給
付
費
は
増
え
て

い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
傾

向
に
変
化
が
生
じ
た

　
全
体
的
な
介
護
給
付
費
は
増

加
し
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
傾
向
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は
、
感
染
へ
の
懸
念

か
ら
か
、
事
業
所
に
通
う
通
所

系
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
入
所
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
は
減
少
傾
向
が
見

ら
れ
、
代
わ
っ
て
、
訪
問
看
護

や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
居
宅
で
提
供
さ
れ
る
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
増
加
し

た
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』�

六
項
目

市
長

成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
の

制
度
利
用
増
加
に
対
応
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
く

　
本
市
で
の
成
年
後
見
申
立
件

数
は
、
令
和
二
年
の
一
年
間
で

二
九
件
と
な
っ
て
お
り
、
申
立

理
由
は
、
認
知
症
が
二
五
件
、

そ
の
他
が
四
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
は

年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
認
知

症
の
高
齢
者
数
と
比
較
す
る
と

少
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
成
年
後
見
制
度
は
高
齢
化
の

進
行
に
伴
い
、
今
後
、
需
要
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
制

度
の
普
及
啓
発
、
相
談
機
能
の

強
化
、
市
民
後
見
人
の
育
成
を

市
長

行
う
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
組
を
進
め
て
い
く
。

令
和
二
年
度
は
、
前
市
長
か
ら

の
退
職
手
当
金
返
納
等
に
よ
り

増
と
な
っ
た

　
一
般
会
計
歳
入
決
算
に
お
け

る
そ
の
他
雑
入
の
主
な
内
訳
と

し
て
は
、
金
属
く
ず
・
ア
ル
ミ

缶
等
の
売
却
代
金
、
広
域
受
託

分
保
育
所
運
営
費
等
が
あ
り
、

令
和
二
年
度
は
、
前
市
長
か
ら

の
退
職
手
当
金
の
返
納
及
び
、

平
成
三
〇
年
七
月
に
発
生
し
た
、

庁
舎
東
側
玄
関
第
三
者
破
壊
行

為
に
対
す
る
災
害
共
済
金
等
に

よ
り
約
九
三
〇
〇
万
円
の
増
と

な
っ
た
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』�

一
四
項
目

市
長

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の
整
備
を

し
、
希
望
す
る
高
齢
者
へ
の
接

種
を
お
お
む
ね
完
了
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
体
制
整
備
と
し
て
、

専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
問
合
せ
へ
の
質
疑
応
答
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
ま
た
、

予
防
接
種
記
録
を
管
理
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
と
と

も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の

整
備
を
行
っ
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
四
月
か

ら
医
療
従
事
者
へ
の
優
先
接
種
、

五
月
か
ら
は
高
齢
者
へ
の
接
種

を
開
始
し
、
現
在
、
希
望
す
る

高
齢
者
へ
の
接
種
を
お
お
む
ね

終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
九
月
一
日
か
ら
は
、
四
〇
歳

市
長
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移
住
定
住
促
進
事
業
に
お
け
る
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
及
び
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
伺
う

伊
東
市
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
更
新
の
経
緯
及
び
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
伺
う

日本共産党
（重

しげおかひでこ
岡秀子議員）

下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
か
ら
の
一
〇
億
円
以

上
も
の
繰
入
金
の
使
途
と
今
後

の
繰
入
額
の
推
移
を
伺
う

無党派　颯
（田

た く ぼ ま き
久保眞紀議員）

《
賛
成
》
日
本
共
産
党

　
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
改
定
で
、
個
人
情

報
の
提
供
先
を
内
閣
総
理
大
臣

と
す
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
下

個
人
情
報
を
利
活
用
す
る
事
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
地
方
自

治
権
限
の
自
由
度
減
少
等
の
問

題
が
あ
り
、
国
民
自
ら
監
視
す

る
法
整
備
も
す
べ
き
で
あ
る
が
、

既
に
法
律
は
成
立
し
て
い
る
た

め
、
本
改
正
は
や
む
を
得
ず
問

題
点
を
付
し
賛
成
と
す
る
。

《
賛
成
》
自
民
・
伊
東
新
時
代
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
中
心
の
予
算
計

上
で
あ
り
評
価
す
る
。
し
か
し
、

文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
隣
接
地

の
購
入
に
つ
い
て
異
は
唱
え
な

い
が
、
現
在
も
市
民
の
た
め
に

活
用
さ
れ
ず
塩
漬
け
に
な
っ
て

い
る
市
有
地
が
多
く
存
在
し
て

い
る
。
必
要
な
土
地
を
購
入
す

る
の
は
良
い
が
、
必
要
の
な
い

土
地
に
つ
い
て
は
払
下
げ
等
を

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
市
長
に

は
早
急
に
判
断
い
た
だ
き
た
い
。

《
賛
成
》
自
民
・
伊
東
新
時
代
。

　
「
佐
藤
病
院
」
が
閉
院
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
に
終
末

期
医
療
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

等
が
利
用
で
き
る
療
養
病
床
を

所
有
す
る
病
院
は
存
在
し
な
い
。

本
市
に
お
け
る
介
護
保
険
事
業

は
要
介
護
認
定
者
の
増
加
等
に

よ
り
、
運
営
状
況
が
厳
し
い
と

こ
ろ
は
察
す
る
が
、
介
護
医
療

院
の
需
要
は
高
い
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
早
急
な
施
設
設
置
を

要
望
し
、
認
定
す
る
。

《
賛
成
》
正
風
ク
ラ
ブ

　
財
源
に
限
り
が
あ
る
中
、
市

内
中
小
企
業
者
に
対
し
県
内
で

最
も
有
利
な
最
長
一
〇
年
の
全

額
利
子
補
給
を
し
た
事
や
、
五

億
五
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
直
接

給
付
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
行
な

っ
た
事
、
ま
た
、
働
く
世
代
の

生
活
の
急
変
に
対
し
、
生
活
保

護
の
前
の
施
策
で
く
い
止
め
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
社
会
復
帰

し
や
す
い
環
境
に
し
た
事
な
ど

を
踏
ま
え
認
定
す
る
。

市
議
第
一
〇
号

市
議
第
一
五
号

市
認
第
一
〇
号

市
認
第
五
号

会派構成は１２ページをご覧ください

以
上
の
方
へ
の
接
種
を
開
始
し
、

三
九
歳
以
下
の
方
へ
の
接
種
は
、

国
か
ら
供
給
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン

量
を
確
認
し
、
早
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
医
師
会
と
調
整
し

進
め
て
い
く
。

移
住
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
移
住
支

援
策
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く

　
移
住
定
住
促
進
事
業
の
成
果

と
し
て
は
、
令
和
二
年
度
の
相

談
件
数
が
一
三
一
件
、
移
住
者

数
は
五
二
人
で
あ
り
、
相
談
件

数
、
移
住
者
数
と
も
に
年
々
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
、

他
市
町
で
の
取
組
を
参
考
に
、

さ
ら
な
る
移
住
支
援
策
の
拡
充

を
検
討
し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』�

一
四
項
目

市
長

新
た
に
指
定
さ
れ
た
危
険
箇
所

等
を
周
知
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
更
新
し
、
防
災
意
識
の
向

上
を
図
っ
た

　
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

平
成
二
八
年
三
月
に
作
成
し
た

が
、
市
内
全
域
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
の
追
加
指
定
、
伊
東

大
川
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の

見
直
し
等
を
行
っ
た
こ
と
を
周

知
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
更

新
し
、
市
内
全
戸
へ
の
配
付
を

行
っ
た
。

　
今
後
は
、
自
主
防
災
会
活
動

説
明
会
や
、
各
種
団
体
か
ら
の

依
頼
に
よ
り
防
災
講
話
を
行
う

際
に
活
用
し
、
市
民
の
防
災
意

識
向
上
に
努
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』　
五
項
目

市
長

下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
等

へ
充
当
し
、
今
後
も
一
〇
億
円

前
後
の
繰
入
金
を
必
要
と
す
る

見
込
み
で
あ
る

　
繰
入
金
の
主
な
使
途
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な

ど
の
営
業
費
用
、企
業
債
の
支
払

利
息
な
ど
の
営
業
外
費
用
の
ほ

か
施
設
の
建
設
改
良
費
や
企
業

債
の
償
還
金
な
ど
へ
充
当
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
設
備
投
資
に
伴
う
企
業
債

の
償
還
や
施
設
の
維
持
管
理
経

費
な
ど
を
繰
入
金
に
頼
ら
ざ
る

を
得
ず
、
当
面
の
間
は
一
〇
億

円
前
後
の
繰
入
金
が
必
要
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』�

四
項
目

市
長

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
の
概
要

 

※
登
壇
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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《
賛
成
》
自
民
・
伊
東
新
時
代
。

　
本
市
の
人
口
減
少
は
深
刻
な

問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
町
を
未

来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
こ
の

課
題
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、今
、

着
手
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事

を
実
行
し
成
果
を
上
げ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
移
住
定
住
促
進

事
業
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
努

力
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
病
院

と
も
連
携
し
子
供
を
産
み
育
て

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
力
を
注

ぐ
事
を
お
願
い
し
、
認
定
す
る
。

《
賛
成
》
日
本
共
産
党

　
最
終
予
算
規
模
が
当
初
予
算

を
約
九
五
億
円
も
上
回
り
、
異

例
ず
く
め
で
評
価
は
難
し
い
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生

活
に
困
窮
し
た
市
民
に
対
す
る

様
々
な
支
援
策
や
、
特
に
一二
回

の
補
正
予
算
に
よ
る
経
済
対
策
、

他
市
よ
り
有
利
と
い
う
利
子
補

給
事
業
等
は
評
価
で
き
る
。
今

後
は
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
市
内
産

業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
施

策
の
実
施
を
要
望
し
、認
定
す
る
。

《
賛
成
》
公
明
党

　
令
和
二
年
度
の
決
算
状
況
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

《
賛
成
》
無
党
派　
颯

　
歳
入
決
算
で
示
す
自
主
財
源

は
、
市
税
の
落
ち
込
み
で
前
年

度
比
三
・
一
％
減
と
な
っ
て
お

り
、
依
存
財
源
で
は
国
庫
支
出

金
が
前
年
度
比
一
九
五
％
の
大

幅
増
と
、
財
政
の
健
全
化
に
悪

影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。
財
政

状
況
は
、
経
常
収
支
比
率
が
臨

時
財
政
対
策
債
等
を
除
く
と
、

九
六
・
三
％
と
高
水
準
で
あ
り
、

危
険
水
域
に
近
づ
い
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
引
締
め
を
望
む
。

《
賛
成
》
清
和
会

　

確
約
書
問
題
を
市
長
の
附
属

機
関
で
あ
り
、第
三
者
性
の
な
い

政
倫
審
に
委
ね
る
こ
と
は
議
会

の
責
任
放
棄
で
あ
る
。損
害
賠
償

リ
ス
ク
低
減
と
い
う
市
長
の
主

張
は
、
行
政
当
局
の
認
識
と
矛

盾
し
て
お
り
、正
規
の
行
政
手
続

下
で
は
起
こ
り
得
な
い
独
断
で

あ
る
た
め
、行
政
か
ら
独
立
し
た

議
会
に
よ
り
内
部
統
制
の
検
証

と
整
備
を
主
導
す
べ
き
で
あ
る
。

《
賛
成
》
日
本
共
産
党

　

市
長
の
確
約
書
に
係
る
行
為

は
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
の
中
止

を
求
め
る
市
民
の
声
や
、議
会
の

反
対
決
議
に
背
を
向
け
る
も
の
で
、

そ
の
経
緯
や
真
意
を
市
議
会
の

監
視
機
能
を
駆
使
し
、検
証
す
べ

き
と
考
え
る
。さ
ら
に
、再
発
防
止

の
た
め
、市
政
の
重
要
課
題
に
対

す
る
市
の
内
部
統
制
の
在
り
方
を

調
査
研
究
、提
言
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、発
議
案
に
賛
成
す
る
。

《
反
対
》
石
島
茂
雄
議
員

　

市
長
か
ら
は
、
損
害
賠
償
リ

ス
ク
を
最
小
限
に
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
確
約
書
に
署
名
し
て
し

ま
い
、
市
民
に
は
心
配
や
疑
念

を
抱
か
せ
申
し
訳
な
い
と
の
謝

罪
が
あ
っ
た
。
今
回
は
、
市
長
自

ら
、
再
発
防
止
の
た
め
、
政
治

倫
理
審
査
会
に
調
査
等
を
要
請

し
た
姿
勢
を
評
価
す
る
。
今
は
、

審
査
会
の
判
断
を
待
ち
、
コ
ロ
ナ

禍
の
市
民
救
済
を
最
優
先
に
対

応
す
る
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
無
党
派　
颯

　
確
約
書
問
題
に
市
職
員
の
関

与
が
あ
っ
た
と
す
る
報
道
に
対

し
、
行
政
側
か
ら
は
説
明
や
釈

明
が
な
く
、
政
治
倫
理
審
査
会

へ
の
審
査
は
市
長
の
求
め
に
応

じ
た
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
の
代
わ
り
を
果
た

す
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
市
民
の

代
表
た
る
立
場
か
ら
こ
の
問
題

の
精
査
を
行
う
こ
と
は
、
議
会

の
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

《
反
対
》
正
風
ク
ラ
ブ

　
組
織
の
長
が
ル
ー
ル
を
飛
び

越
え
た
場
合
、
内
部
統
制
制
度

は
機
能
し
な
い
。
確
約
書
問
題

は
同
制
度
域
外
、
市
長
の
倫
理

《
反
対
》
公
明
党

　

特
別
委
員
会
の
設
置
は
、
確

約
書
問
題
に
関
す
る
再
発
防
止

の
た
め
、
議
会
と
し
て
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
く
目
的
で
あ
る

が
、
署
名
に
至
っ
て
は
、
市
長
独

自
の
判
断
で
あ
り
、
ま
た
、
職

員
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
副
市

が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

政
倫
審
で
審
議
し
て
い
る
。
同

制
度
は
議
員
自
ら
が
学
ぶ
べ
き

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
整
備
も
重

要
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
伊

東
を
元
気
に
す
る
こ
と
、
コ
ロ

ナ
対
応
と
経
済
対
策
が
最
優
先

と
考
え
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

発
議
第
三
号

　
市
内
に
お
い
て
、
議
員
が
次

の
行
為
を
行
う
こ
と
は
公
職
選

挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
等
、
時

候
の
挨
拶
状
を
出
す
こ
と

■
有
料
の
挨
拶
広
告
を
出
す
こ

と
■
政
党
、
そ
の
他
の
政
治
団
体

や
親
族
に
対
す
る
も
の
を
除

き
、
寄
附
を
す
る
こ
と

※
寄
附
に
は
、
お
歳
暮
や
お
年

賀
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

長
よ
り
正
し
い
判
断
の
で
き
る

職
員
を
育
て
て
い
く
と
の
発
言

も
あ
り
、
議
会
と
し
て
内
部
統

制
整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
は

必
要
な
い
と
判
断
し
、反
対
す
る
。

の
影
響
を
受
け
、
市
税
減
収
に

よ
り
歳
入
が
落
ち
込
み
、
当
初

計
画
さ
れ
て
い
た
市
民
運
動
場

人
工
芝
生
化
事
業
も
翌
年
に
見

送
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の

経
済
状
況
は
楽
観
視
で
き
な
い

も
の
の
、
財
政
調
整
基
金
の
積

立
て
を
行
い
、
引
き
続
き
、
市

内
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
事
業

が
行
わ
れ
る
と
考
え
、賛
成
す
る
。

寄
附
行
為
や
挨
拶
状
の
禁
止
に

つ
い
て
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一 般 質 問
１１議員が登壇し、市政全般について質問しました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （登壇順に掲載しています）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、演壇にはアクリル板を設置してあります。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
六
四
歳
以
下
の
方
へ

の
接
種
状
況
及
び
妊
婦
へ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う

大
おおかわかつひろ
川勝弘議員

（自民・伊東新時代。）

伊
東
市
情
報
公
開
条
例
第
六
条

の
運
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う 四

しのみやかずひこ
宮和彦議員
（清和会）

伊
東
市
公
共
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
で
計
画
さ
れ
て
い
る
、
下

水
道
使
用
料
の
改
定
の
見
込
み

及
び
時
期
に
つ
い
て
伺
う

佐
さとうしゅう
藤周議員

（正風クラブ）

水
産
業
振
興
に
向
け
た
支
援
策

及
び
今
後
の
取
組
を
伺
う

鈴
すずき あ や こ
木絢子議員

（正風クラブ）

　
令
和
三
年
三
月
策
定
の
伊
東

市
公
共
下
水
道
事
業
経
営
戦
略

で
は
、
令
和
五
年
度
に
使
用
料

の
改
定
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
改
定
額
の
見
込
み
及

び
時
期
を
伺
う
。

使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

市
内
経
済
の
状
況
等
を
分
析
し
、

総
合
的
に
判
断
し
た
い
と
考
え

る
　
伊
東
市
公
共
下
水
道
事
業
経

営
戦
略
は
、
こ
の
先
一
〇
年
間

の
下
水
道
事
業
の
財
政
状
況
を

推
計
し
、
経
営
の
健
全
化
を
図

る
た
め
の
方
向
性
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
使
用
料
の
改
定
に

つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
行
い
た
い
と
こ
ろ
で
は

市
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
し
、
六
四
歳
以
下
の
方

へ
の
接
種
状
況
及
び
妊
婦
へ
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
伊
東
市
情
報
公
開
条
例
第
六

条
に
つ
い
て
、
そ
の
運
用
方
法

に
よ
り
不
開
示
決
定
を
恣
意
的

に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、
適
用
基
準
の
厳
格
化

が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

現
状
の
運
用
基
準
に
従
っ
た
適

正
な
決
定
を
行
い
、
恣
意
的
と

の
疑
念
が
生
じ
な
い
よ
う
適
宜

説
明
を
行
う

　
本
市
の
情
報
公
開
条
例
に
つ

い
て
は
、
手
引
を
定
め
、
そ
の

市
長

あ
る
が
、
市
の
財
政
状
況
や
市

内
経
済
の
状
況
を
分
析
す
る
と

と
も
に
、「
伊
東
市
下
水
道
使

用
料
等
に
関
す
る
検
討
会
」
な

ど
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
総

合
的
に
判
断
し
た
い
と
考
え
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

八
項
目

中
で
運
用
基
準
を
示
し
て
い
る
。

第
六
条
各
号
の
適
用
に
つ
い
て

も
、
情
報
公
開
請
求
に
対
す
る

決
定
を
行
う
際
、
対
象
と
な
っ

た
情
報
の
担
当
課
が
そ
の
情
報

の
状
況
、
性
質
等
を
勘
案
し
、

運
用
基
準
を
踏
ま
え
な
が
ら
適

正
に
決
定
し
て
い
る
が
、
当
該

決
定
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、

恣
意
的
な
決
定
と
の
疑
念
を
生

じ
な
い
よ
う
、
適
宜
説
明
を
行

う
な
ど
、
制
度
の
透
明
性
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

七
項
目

妊
婦
の
方
へ
の
優
先
接
種
予
約

を
九
月
一
三
日
か
ら
開
始
す
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
に
つ
い
て
、
六
四

歳
以
下
の
二
回
目
接
種
を
終
え

た
方
は
、
九
月
六
日
現
在
、
三

五
・
九
％
で
あ
り
、
九
月
一
日

か
ら
四
〇
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
集
団
接
種
を
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
。

　
妊
婦
へ
の
接
種
は
、
妊
娠
中

及
び
そ
の
配
偶
者
等
へ
の
優
先

接
種
予
約
を
九
月
一
三
日
か
ら

開
始
し
、
里
帰
り
出
産
の
方
に

つ
い
て
も
、
同
様
に
接
種
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

七
項
目

市
長

　
昨
今
の
漁
獲
量
や
魚
価
が
下

落
傾
向
に
あ
る
中
、
水
産
業
振
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女
性
視
点
に
よ
る
災
害
対
応
を

進
め
る
た
め
の
本
市
の
現
状
及

び
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

長
ながさわまさし
沢正議員
（公明党）

免
許
外
教
科
担
任
制
度
の
運
用

状
況
に
つ
い
て
伺
う

杉
すぎもとかずや
本憲也議員
（清和会）

子
供
の
移
動
経
路
の
危
険
箇
所

へ
の
対
応
及
び
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
伺
う

佐
さとうたつひこ
藤龍彦議員

（日本共産党）

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進

に
向
け
た
本
市
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う

篠
しのはらみねこ
原峰子議員
（公明党）

　
免
許
外
教
科
担
任
制
度
に
つ

い
て
、
子
供
の
学
び
の
保
障
及

び
教
員
の
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
、
本
市
の
教
育
全
般
に
及
ぼ

す
影
響
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
伺
う
と
と
も
に
、本

め
の
点
検
は
、
例
年
、
夏
休
み

に
実
施
し
て
お
り
、
令
和
元
年

度
か
ら
こ
れ
ま
で
に
六
か
所
の

危
険
箇
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
市
に
よ
っ
て
整
備

す
べ
き
五
か
所
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
中
に
対
応
を
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
や
地
域
住
民
の
方
へ

の
周
知
等
に
よ
り
、
子
供
の
移

動
経
路
に
つ
い
て
、
広
く
情
報

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

四
項
目

　
子
供
が
安
全
に
過
ご
せ
る
環

境
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
子
供
の
移
動
経

路
に
関
し
、
安
全
確
保
の
た
め

の
点
検
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
危

険
箇
所
へ
の
対
応
及
び
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

市
に
よ
っ
て
整
備
す
べ
き
五
か

所
は
、
今
年
度
中
に
対
応
を
完

了
す
る
予
定
で
あ
る

　
移
動
経
路
の
安
全
確
保
の
た

市
長

　
白
血
病
な
ど
の
疾
病
に
有
効

な
治
療
法
の
一
つ
で
あ
る
骨
髄

移
植
を
多
く
の
患
者
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
骨
髄

移
植
ド
ナ
ー
登
録
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
本

市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

最
新
の
情
報
を
提
供
し
、
問
合

せ
等
が
あ
っ
た
際
は
、
き
め
細

か
な
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る

　
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
登
録
の
推

進
の
た
め
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

の
「
ド
ナ
ー
登
録
の
し
お
り
」

や
静
岡
県
疾
病
対
策
課
で
実
施

し
て
い
る
「
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録

説
明
員
養
成
研
修
会
」
の
チ
ラ

シ
等
を
窓
口
で
配
架
し
ド
ナ
ー

希
望
者
へ
の
情
報
提
供
及
び
啓

発
に
努
め
て
い
る
。

市
長

興
に
向
け
、
さ
ら
な
る
支
援
が

急
務
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
現

状
の
支
援
策
及
び
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

民
間
団
体
等
へ
の
支
援
や
魚
食

普
及
に
向
け
た
事
業
を
行
っ
て

い
る

　
水
産
業
へ
の
支
援
状
況
に
つ

い
て
は
、
沿
岸
漁
業
の
資
源
を

維
持
確
保
す
る
た
め
、
漁
礁
の

設
置
や
種
苗
放
流
活
動
等
へ
の

補
助
、
ま
た
、
伊
豆
地
域
栽
培

漁
業
推
進
協
議
会
が
取
り
組
む 

マ
ダ
イ
放
流
事
業
、
キ
ン
メ
ダ

イ
の
食
害
対
策
事
業
に
対
し
て

も
支
援
等
を
行
い
、
さ
ら
に
、

魚
食
普
及
に
向
け
、
さ
ば
き
方

教
室
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
関
係
機

関
と
連
携
す
る
中
で
水
産
業
が

安
定
的
に
営
ま
れ
る
よ
う
継
続

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

八
項
目

市
長

　
今
後
も
最
新
の
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
問
合
せ
等
が

あ
っ
た
際
に
は
、
骨
髄
移
植
ド

ナ
ー
登
録
窓
口
に
つ
な
げ
る
な

ど
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
に

努
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

八
項
目

制
度
解
消
に
向
け
た
取
組
や
課

題
を
伺
う
。

教
員
へ
の
負
担
を
踏
ま
え
、
県

へ
教
員
配
置
等
の
対
処
を
働
き

か
け
て
い
く

　
本
制
度
の
適
切
な
運
用
に
よ

り
、
一
定
程
度
の
教
育
の
質
を

保
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
る
一
方
で
、
専
門
外
教
科
の

授
業
準
備
等
、
通
常
以
上
の
負

担
が
か
か
る
教
員
へ
の
支
援
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
本
制
度
の
解
消
に
向
け
て
免

許
外
解
消
非
常
勤
講
師
の
任
用

及
び
措
置
要
件
の
緩
和
や
、
複

数
免
許
を
持
つ
教
員
の
配
置
を

県
に
強
く
求
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

四
項
目

教
育
長
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緊
急
事
態
宣
言
中
の
観
光
産
業

は
低
迷
し
た
と
考
え
る
が
、
今

後
の
経
済
活
性
化
対
策
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う

浅
あさだよしひろ
田良弘議員

（無党派　颯）

土
地
利
用
に
関
す
る
住
民
説
明

の
基
準
を
定
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か

重
しげおかひでこ
岡秀子議員

（日本共産党）

荻
地
区
の
資
材
置
場
造
成
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
伺
う

田
た く ぼ ま き
久保眞紀議員
（無党派　颯）

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

配
信
の
お
知
ら
せ

　
災
害
対
応
力
を
強
化
す
る
た

め
に
は
、
平
常
時
の
備
え
等
か

ら
、
女
性
視
点
に
よ
る
災
害
対

応
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
本
市
の
現
状
及
び
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

伊
東
市
防
災
会
議
に
出
席
し
た

関
係
団
体
等
に
、
女
性
の
登
用

を
依
頼
し
た

　
平
常
時
の
防
災
に
関
す
る
議

論
の
場
で
あ
る
、
伊
東
市
防
災

会
議
に
お
い
て
は
委
員
四
五
人

の
う
ち
、
女
性
は
三
人
と
少
数

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
三
年

三
月
に
、
会
議
に
出
席
し
た
関

係
公
共
機
関
や
公
共
団
体
等
に

対
し
、
積
極
的
な
女
性
の
登
用

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
避
難
所
運
営
等
を
行

う
災
害
対
策
本
部
支
部
職
員
に

は
六
六
人
の
う
ち
二
八
人
の
女

性
職
員
を
指
名
す
る
と
と
も
に
、

各
避
難
所
へ
の
保
健
師
の
配
置

等
、
女
性
の
避
難
者
に
寄
り
添

え
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

二
項
目

市
長

　
い
と
う
市
議
会
だ
よ
り
発
刊

の
お
知
ら
せ
を
、
伊
東
市
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
（
メ
ル
マ
ガ
い
と

う
）
で
配
信
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

　
夏
季
の
繁
忙
期
の
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
り
、
本
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
観
光
業
に
は
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と
考
え
る

が
、
今
後
の
市
内
経
済
回
復
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

　
熱
海
市
で
発
生
し
た
土
石
流

災
害
を
教
訓
に
、
土
地
利
用
に

関
し
て
、
周
辺
住
民
へ
の
説
明

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

一
定
基
準
以
上
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
利
害
関
係
者
へ
理
解
を

得
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
規
定

し
て
い
る

　

伊
東
市
土
地
利
用
事
業
等
の

適
正
化
に
関
す
る
指
導
要
綱
に

お
い
て
、
施
工
区
域
面
積
等
が
一

定
の
基
準
を
超
え
る
土
地
の
区

市
長

伊
東
市
土
地
利
用
事
業
等
の
適

正
化
に
関
す
る
指
導
要
綱
の
承

認
の
手
続
は
完
了
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

五
項
目

　
荻
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
る
、

資
材
置
場
造
成
事
業
は
、
建
設

発
生
土
に
よ
る
盛
土
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

事
業
実
施
に
必
要
な
法
令
の
手

続
き
を
完
了
し
、
建
設
発
生
土

に
よ
る
盛
土
で
、
建
設
資
材
置

場
を
造
成
す
る
事
業
で
あ
る

　
荻
地
区
の
資
材
置
場
造
成
事

業
概
要
は
、
市
内
の
建
設
発
生

土
一
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
受

け
入
れ
、
谷
部
を
盛
土
し
て
資

材
置
場
を
造
成
し
、
完
了
後
は

ト
ラ
ッ
ク
等
の
重
機
、
仮
設
鋼

材
等
の
資
材
を
置
く
事
業
と
し

て
申
請
さ
れ
て
お
り
、
既
に
、

事
業
実
施
に
当
た
り
必
要
と
な

る
森
林
法
や
宅
地
造
成
等
規
制

法
等
の
関
係
法
令
の
許
可
及
び

市
長

画
形
質
の
変
更
等
を
行
う
事
業

で
あ
り
、
区
域
周
辺
に
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
の
責
務
と
し
て
、

利
害
関
係
者
へ
説
明
等
を
行
い
、

理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と

を
規
定
し
て
い
る
。
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
規
模
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
地
元
説
明
会
を
行
い
、
地

元
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る

こ
と
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

六
項
目

様
々
な
事
業
者
支
援
を
実
施
し

て
き
た
が
、
今
後
も
、
必
要
に

応
じ
た
経
済
対
策
を
検
討
し
、

市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る

　
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
等
に

よ
り
、
夏
季
の
観
光
客
が
減
少

し
、
各
種
事
業
者
に
大
き
な
影

響
が
出
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
各
種
利
子
補

給
制
度
の
拡
充
や
中
小
企
業
等

応
援
給
付
金
の
支
給
の
ほ
か
、

い
と
う
エ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
事
業

等
の
様
々
な
支
援
策
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今

後
も
、
市
内
の
経
済
状
況
を
把

握
す
る
中
、
事
業
者
の
下
支
え

と
な
る
対
策
を
講
じ
市
内
経
済

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
』�

五
項
目

市
長
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１２月定例会の予定

11月30日（火）
開会

※日程等は、１１月下旬の議会運営委員会において
正式に決定します。

　詳細は市議会ホームページにてご確認ください。

犯罪抑止力が期待される
防犯カメラ

伊東市のロケ地巡り企画が
掲載されているロケ情報誌
LJ107号（2021年10月号）

人工芝生化に向け、
順調に工事が進む市民運動場

常
任
委
員
会
だ
よ
り
～
常
任
委
員
会
審
査
の
中
か
ら
～

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
各
委
員
会

要
点
記
録
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

総
務
委
員
会

観
光
建
設
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

　
令
和
三
年
度
伊
東
市
一
般
会

計
補
正
予
算
第
三
号
に
お
け

る
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事

業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
一
〇

分
の
九
と
い
う
高
い
補
助
率
に

設
定
し
た
理
由
を
伺
う
。

問

　
令
和
二
年
度
伊
東
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
う
ち
、
ロ

ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
の
取

組
及
び
成
果
を
伺
う
。

問

　
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
る
、

人
工
芝
生
化
後
の
市
民
運
動
場

使
用
料
の
料
金
設
定
の
根
拠
を

伺
う
。

問

　
一
五
の
行
政
区
及
び
五
〇
世

帯
以
上
の
分
譲
地
自
治
会
へ
補

助
を
行
う
本
事
業
は
、
誰
も
が

安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
上
で
の

重
点
施
策
と
考
え
て
お
り
、
県

内
に
お
い
て
同
様
の
補
助
制
度

を
実
施
し
て
い
る
市
町
の
中
で

も
、
最
高
の
補
助
率
に
設
定
し

た
。

答

　
本
市
で
行
わ
れ
る
ロ
ケ
の
受

入
れ
窓
口
を
一
本
化
し
、
受
入

れ
か
ら
支
援
に
至
る
ま
で
円
滑

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
「
伊
東
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
立

ち
上
げ
た
ほ
か
、
ロ
ケ
情
報
誌

や
検
索
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
制

作
者
へ
の
情
報
発
信
や
、
受
入

れ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
な
ど
の
取
組
に
よ
り
、
令

和
二
年
度
は
五
五
件
を
受
け
入

れ
た
。

答

　
今
回
設
定
し
た
料
金
体
系
に

つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
や
、
同

様
な
人
工
芝
施
設
で
あ
る
、
か

ど
の
球
場
の
料
金
を
参
考
と
す

る
中
で
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
運
動
場
を

利
用
さ
れ
て
き
た
団
体
等
に
対

し
て
は
、
整
備
に
よ
る
利
用
環

境
の
向
上
に
伴
う
も
の
と
し
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

答

　
令
和
三
年
八
月
一
三
日　

 

～
委
員
会
開
催
～

　
令
和
三
年
八
月
八
日
、
本
市

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

適
用
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
議

会
か
ら
当
局
に
対
し
て
対
応
状

況
の
報
告
を
求
め
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
部
、
観
光
経
済
部
、

教
育
部
か
ら
報
告
を
受
け
、
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
に
お
い
て
は
、
時
短
営

業
に
関
す
る
問
合
せ
へ
の
対
応

や
夏
季
休
暇
後
の
学
校
で
の
感

染
拡
大
防
止
へ
の
対
応
等
に
つ

い
て
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
の
今
後
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
い
る
状
況
を
維
持
し
、

状
況
の
変
化
や
案
件
が
生
じ
た

際
は
す
ぐ
に
招
集
で
き
る
状
態

と
し
て
お
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
八
月
三
一
日　

 

～
中
間
報
告
～

　
令
和
三
年
九
月
定
例
会
初
日

に
お
い
て
、
本
特
別
委
員
会
の

中
間
報
告
を
し
、
異
議
な
く
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

１１２

６月３０日（水）　全員協議会
７月2８日（水）　常任観光建設委員会協議会
７月29日（木）　議会報編集委員会
８月 ４日（水）　常任福祉文教委員会協議会
８月1３日（金）　新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
８月2４日（火）　常任観光建設委員会協議会
８月2５日（水）　議会運営委員会

閉会中の議会活動 令和３年６月定例会閉会から
令和３年９月定例会開会まで
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市 議 会 だ よ り

い
と

う
市

議
会

だ
よ

り
　

「
い
と
う
市
議
会
だ
よ
り
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

【
発

行
】伊

東
市

議
会

 【
編

集
】議

会
報

編
集

委
員

会
【

伊
東

市
議

会
事

務
局

】伊
東

市
大

原
二

丁
目

1番
1号

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
／

https://w
w

w
.city.ito.shizuoka.jp

■
TEL／

0557-32-1981　
 ■

FAX／
0557-38-6916

■
E-m

ail／
gikai@

city.ito.shizuoka.jp

編

集
後

記

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
改
選

2021.12.1　
N

o.191

　
猪
戸
。
小
さ
い
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
で
い
た
地
名
で
し
た
が
、

地
名
の
由
来
を
知
っ
た
の
は
大

き
く
な
っ
て
か
ら
で
す
。
か
る

た
を
眺
め
、「
傷
を
負
っ
た
猪

が
湯
浴
び
を
し
て
い
た
場
所
は

ど
こ
だ
ろ
う
？
」
と
探
し
た
く

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
帰
省
や
旅
行
の
自
粛
が
求

め
ら
れ
て
い
る
、
こ
ん
な
時
だ

か
ら
こ
そ
地
域
の
中
で
い
ろ
い

ろ
な
発
見
を
し
て
楽
し
み
を
見

つ
け
る
こ
と
も
過
ご
し
方
の
一

つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
身
近
で
当
た
り
前
だ
っ
た
も

の
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
楽
し
み
が
増
え
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

 

（
鈴
木
）

議
会
報
編
集
委
員
会

　
委 

員 

長　
　
佐
藤　
龍
彦

　
副
委
員
長　
　
杉
本　
憲
也

　
委　
　
員　
　
鈴
木　
絢
子

　
　

 

〃 　
　
　
篠
原　
峰
子

　
　

 

〃 　
　
　
中
島　
弘
道

　
　

 

〃 　
　
　
田
久
保
眞
紀

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

市
議
会
内
の
会
派
構
成

�

（
令
和
三
年
九
月
三
〇
日
現
在
）

■
八
月
三
一
日

会
派
代
表
変
更　

　
正
風
ク
ラ
ブ

　
（
新
）
青
木
敬
博　
議
員

　
（
旧
）
宮
﨑
雅
薫　
議
員

■
正
風
ク
ラ
ブ

　
　
仲
田　
佳
正　
議
員

　
　
鈴
木　
絢
子　
議
員

　
　
宮
﨑　
雅
薫　
議
員

　
◎
青
木　
敬
博　
議
員

　
　
佐
藤　
　
周　
議
員

■
公
明
党

　
　
鳥
居　
康
子　
議
員

　
　
篠
原　
峰
子　
議
員

　
◎
長
沢　
　
正　
議
員

■
清
和
会

　
　
四
宮　
和
彦　
議
員

　
　
杉
本　
憲
也　
議
員

　
◎
井
戸　
清
司　
議
員

■
自
民
・
伊
東
新
時
代
。

　
　
大
川　
勝
弘　
議
員

　
　
中
島　
弘
道　
議
員

　
◎
杉
本　
一
彦　
議
員

■
日
本
共
産
党

　
　
佐
藤　
龍
彦　
議
員

　
◎
重
岡　
秀
子　
議
員

■
無
党
派　
颯

　
　
田
久
保
眞
紀　
議
員

　
◎
浅
田　
良
弘　
議
員

■
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　
　
石
島　
茂
雄　
議
員

（
◎
＝
会
派
代
表
者
、

会
派
構
成
議
員
は
議
席
順
）

　
八
月
三
一
日
の
九
月
定
例

会
初
日
に
お
い
て
、
前
議
長

の
逝
去
に
伴
う
議
長
選
挙
で

宮
﨑
雅
薫
議
員
、
九
月
三
〇

日
の
定
例
会
最
終
日
に
お
い

て
、
辞
職
願
提
出
に
伴
う
副

議
長
選
挙
で
大
川
勝
弘
議
員

を
選
出
し
ま
し
た
。

第７２代副議長
大川勝弘　議員

第７６代議長
宮﨑雅薫　議員

※
宮
﨑
雅
薫
議
長
は
、
総
務
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
申
合
せ
に
よ
り
、
委
員
活
動
を
辞
退
し
て
い
ま
す
。

【
会
派
略
名
】（
正
）正
風
ク
ラ
ブ
　（
公
）公
明
党
　（
清
）清
和
会
　（
自
）自
民
・
伊
東
新
時
代
。

　
　
　
　
　 

（
共
）日
本
共
産
党
　（
颯
）無
党
派
　
颯
　（
−
）会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

杉本一彦（自）

委
員
長

石島茂雄（−）

委
員

重岡秀子（共）

委
員

井戸清司（清）

委
員

青木敬博（正）

委
員

篠原峰子（公）

副
委
員
長

常任総務委員会　

青木敬博（正）

委
員
長

浅田良弘（颯）

委
員

中島弘道（自）

委
員

長沢　正（公）

委
員

佐藤　周（正）

委
員

四宮和彦（清）

副
委
員
長

議会運営委員会　～議会の会期及び議案審議予定など議会運営に関すること～
中島弘道（自）

委
員
長

田久保眞紀（颯）

委
員

佐藤龍彦（共）

委
員

長沢　正（公）

委
員

鈴木絢子（正）

委
員

杉本憲也（清）

副
委
員
長

常任福祉文教委員会　～健康福祉部・教育委員会の所管に属する事項～
鳥居康子（公）

委
員
長

浅田良弘（颯）

委
員

大川勝弘（自）

委
員

四宮和彦（清）

委
員

仲田佳正（正）

委
員

佐藤　周（正）

副
委
員
長

常任観光建設委員会　～観光経済部・農業委員会・建設部・上下水道部の所管に属する事項～

正
副
議
長
の
選
挙

議
会
内
の
異
動

～企画部・危機管理部・総務部・市民部の所管に属する事項、
� 及び他の委員会の所管に属さない事項～


